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　日本語日本文学専攻

 1．専修科目，授業科目，単位数，担当者及び主研究内容等

※　担当者氏名前の○印は，令和 6年度の学生募集担当者を表します。

専修科目 授　業　科　目 単位数 担当者 主研究内容等

日本語学

日 本 語 学 演 習 Ⅰ 4又
は 8

教授
博士（文学）
○衣畑　智秀

日 本 語 学 特 講 Ⅰ ａ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅰ ｂ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅰ ｃ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅰ ｄ 2

日 本 語 学 演 習 Ⅱ 4又
は 8

教授
○山縣　　浩

　現代共通語の歴史的背景に関する研究を中心に地域語の変
遷に関する研究も関連して行っています。近年は，現代共通
語の直接の母体である標準語とそれが書き言葉化された言文
一致体の成立について，明治時代前半の資料に基づいて研究
を進めています。

日 本 語 学 特 講 Ⅱ ａ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅱ ｂ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅱ ｃ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅱ ｄ 2

日 本 語 学 演 習 Ⅲ 4又
は 8

教授
○江口　　正

　言語学の手法を用いながら，現代語の文法を中心に研究を
進めています。従属節や連体修飾節の構造，方言の文法，助
詞の歴史的変化などが最近の主な研究のトピックですが，統
語論・形態論・意味論・音韻論などのさまざまな分野の分析
方法を応用しています。

日 本 語 学 特 講 Ⅲ ａ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅲ ｂ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅲ ｃ 2
日 本 語 学 特 講 Ⅲ ｄ 2

日本文学

日 本 文 学 演 習 Ⅲ 4又
は 8

教授
○高橋　昌彦

　江戸時代の学芸。特に文人の有り様について興味を持って
いる。文学・思想・教育・芸術・諸芸など，幅広い視点をもっ
て研究していく方法である。

日 本 文 学 特 講 Ⅲ ａ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅲ ｂ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅲ ｃ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅲ ｄ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅰ 4又
は 8

准教授
博士（文学）
○須藤　　圭

日 本 文 学 特 講 Ⅰ ａ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅰ ｂ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅰ ｃ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅰ ｄ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅳ 4又
は 8 教授

博士
（文献文化学）
○永井　太郎

　専攻は主に，明治から大正にかけての近代文学です。特に，
幻想文学でよく扱われるテーマやイメージを取り上げ，その
時代的な意味や変遷を，文献に基づいて，実証的に明らかに
することを目的としています。具体的には，これまで，夢や
潜在意識，四次元やピグマリオン・コンプレックスといった
テーマと明治・大正の小説との関わりについて考察してきま
した。

日 本 文 学 特 講 Ⅳ ａ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅳ ｂ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅳ ｃ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅳ ｄ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅵ 4又
は 8

日 本 文 学 演 習 Ⅶ 4又
は 8

教授
博士
（比較社会文化）
○中野　和典

　昭和から現代の散文作品を中心に近現代文学を研究してい
ます。現時点では特に，安部公房作品の研究を第一の柱，原
爆文学の研究を第二の柱，近代の文学教材の研究を第三の柱
とし，それらの相互関係にも目を向けながら研究を進めてい
ます。

日 本 文 学 特 講 Ⅵ ａ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅵ ｂ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅵ ｃ 2
日 本 文 学 特 講 Ⅵ ｄ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅶ ａ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅶ ｂ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅶ ｃ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅶ ｄ 2

准教授
博士（学術）
博士
（人間・環境学
○林　　信蔵

）

　専攻は主に，日仏比較文学です。特に，明治期の近代的リ
アリズム文学の規範形成期におけるフランスの自然主義文学
の影響に関心があります。また，それ以後のリアリズムの規
範の相対化局面における諸芸術（絵画・音楽）と文学との相
関関係にも関心があります。具体的には，永井荷風，エミー
ル・ゾラの研究に加え，ドイツの音楽家リヒャルト・ヴァー
グナーが日仏の文学者に与えた影響の研究に取り組んでいま
す。

　平安時代中後期に成立した物語文学の生成と享受に関する
研究を進めています。日本文学史の中で物語文学はどのよう
な役割をもち，いかなる問題を提起し得るのか。そうした視
点から，文学がもつ想像力と可能性を問いなおしたいと考え
ています。

　日本語の文法の歴史的な研究，および琉球宮古語の記述的
研究を中心に行い，テーマによっては両者の比較・対照的研
究も行っています。近年扱った主なテーマとしては，疑問文，
不定構文，指示詞，動詞複合体に見られる文法化，否定極性
表現などがあります。詳しくは以下の researchmap ページを
参照してください。https://researchmap.jp/read0076496
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その他の科目（担当者未定科目）

2．履　修　方　法　
①　学生の標準修業年限は 2年とし，所定の授業科目について，合計 32 単位以上を修得しなければならない。
②　授業科目のうちから，一つの演習及びこれと同じ教員が担当する二つの特講を選定し，これをその学生の専
修科目とする。
③　専修科目の演習担当者を指導教員とし，授業科目の選択，学位論文の作成，その他研究一般について，その
指導を受けなければならない。
④　専修科目の演習 8単位及び特講 4単位を必修科目として履修し，その他の授業科目のうちから 20 単位以上
を選択科目として履修しなければならない。
⑤　専修科目の演習は 2年間 8単位の履修を原則とするが，専修科目としない演習は，選択科目として 1年間 4
単位の履修を認めることがある。
⑥　同一名称にａ，ｂ，ｃ，ｄを付した特講，研究及び特別講義のうち，ａ，ｂは西暦偶数年度，ｃ，ｄは西暦
奇数年度に開講し，ａ，ｃはその年度の前期，ｂ，ｄは後期に開講する。専修科目，選択科目のいずれかを選
定する場合も，これらを自由に組み合わせて所定の単位とすることができる。
⑦　指導教員が当該学生の研究上特に必要と認めた場合は，第 4項の規定にかかわらず，他の専攻博士課程前
期及び修士課程の授業科目を，8単位を限度に選択科目として履修することができる。
⑧　修士の学位論文は，専修科目について提出するものとする。

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

日 本 語 学 研 究 Ⅰ ａ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅰ ｂ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅰ ｃ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅰ ｄ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅰ ａ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅱ ａ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅰ ｂ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅱ ｂ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅰ ｃ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅱ ｃ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅰ ｄ 2

日 本 語 学 研 究 Ⅱ ｄ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅱ ａ 2

特 別 講 義 Ⅰ ａ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅱ ｂ 2

特 別 講 義 Ⅰ ｂ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅱ ｃ 2

特 別 講 義 Ⅰ ｃ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅱ ｄ 2

特 別 講 義 Ⅰ ｄ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅲ ａ 2

特 別 講 義 Ⅱ ａ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅲ ｂ 2

特 別 講 義 Ⅱ ｂ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅲ ｃ 2

特 別 講 義 Ⅱ ｃ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅲ ｄ 2

特 別 講 義 Ⅱ ｄ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅳ ａ 2

特 別 講 義 Ⅲ ａ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅳ ｂ 2

特 別 講 義 Ⅲ ｂ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅳ ｃ 2

特 別 講 義 Ⅲ ｃ 2

日 本 文 学 研 究 Ⅳ ｄ 2

特 別 講 義 Ⅲ ｄ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅱ 4又は 8

日 本 文 学 演 習 Ⅴ 4又は 8

日 本 文 学 特 講 Ⅱ ａ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅱ ｂ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅱ ｃ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅱ ｄ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅴ ａ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅴ ｂ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅴ ｃ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅴ ｄ 2
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